










私は企業のマーケティングとして、ここを消費者と企業と置き換えています。女性保健で

言えば、消費者=患者、企業=医療機関、医療行為と置き換えてください。最初に私は患者

さんは患者さんであると同時に様々な側面を持っていると申しましたが、消費者であると

同時に生活者(社会環境に身をおいている人となり)であり、なおかつ自然環境に適応して

いる生き物としての人であり、精神環境に適応している自己。こういう風な全体であると

いう風に捉えていただきたい。お腹の痛い所を治してもらいたい人であると同時に生活者

であり、人であり、自己であるわけです。自己の部分では重要感を認めてもらいたい、自

分の人生を認めてもらいたいというニーズを持っている人であり、自然環境に適応してい

る人という部分では肉体精神の健康を維持したい、回復したいという風に思っている人で

あり、また生活者としては家族や社会と係っていたいという事実を持っています。そうい

う総合的な対象であると理解していただければ、患者としては大変幸せなわけです。患者

さんを治療をもとめる人、医療環境に適応する患者ととらえがちであるかもしれません。

が同時に社会環境に適応する生活者であり、自然環境に適応する人であり、精神環境に適

応する自己であるという風に捉えることが、先程の C と P、つまり皆様のパフォーマンス

を魅力的にしていくということになるのです。患者さんのニーズをほりおこし、それに合

致する満足を提供していくことが皆様のためになるのではないかと思います。ありがとう

ございました。


